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駐車場から園舎を見る。
地域の養鰻場から手がかりを得た 3連の切妻屋根。

■ 建築概要

静岡県浜松市西区
市街化調整区域
地域指定なし
保育園
木造
地上１階

        5.75 m
  2,042.00 ㎡
   743.68 ㎡  
   663.61 ㎡

 

所在地
計画区域
用途地域
主要用途
構造
階数
最高高さ
敷地面積
建築面積
延床面積

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

さなるこ保育園 － 連なる屋根  －

■ 東側立面図 　1/150
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■ 設計コンセプト

■ 配置・断面スタディ

本計画は、静岡県浜松市に新設した認可保育園の計画である。木造の園舎と、ある
程度まとまった広さの園庭と駐車台数の確保、そして何よりも低予算での実現が
求められた。敷地は約 54ｍ×37ｍの東西に長い長方形で周囲は農地となっており
陽当たりも良く、東側に接道されている幹線道路の交通量が多いことに注意を払
うこと以外は概ね環境の整った条件であると感じた。配置計画の検討から行うに
あたり『園舎』『園庭』『駐車場』の 3 つの要素をいかにレイアウトしていくかで保育
環境と建設費が決まると考えた。保育環境に関しては、南面する保育室の確保と道
路からの園庭の安全面を、建設費に関しては、全体を構成する一定のルールづくり
や寸法体系の規格化によって施工と資材の効率化を図ることとした。
初めに配置計画の検討から行った。先ず接道のある東側へ駐車スペースを確保し、
園舎の形状と南側園庭の取り方について幾つかのタイプを段階的に思案した。①
東西に長手を取る園舎では長さが足りないため、2 階建てとなり耐火性能の要求か
ら費用面は不利であり、保育室から園庭へのアクセスにも不便を生じる。②L 型園
舎で平屋とし、園庭を南東に配置した場合、園庭が駐車場及び幹線道路側に開かれ
た状態となるため安全面に欠ける。③L 型園舎で南西側に園庭を配置した場合、安
全面は確保できるが、南面する保育室が限られてしまう。④コ型園舎で中央と南側
に園庭を配置する場合では、園庭の安全性と全保育室の南面を確保が可能で、かつ
遊戯室と園庭との繋がりも良好となり、これを配置の決定案とした。
次に園舎建築の断面計画を行った。木造園舎ということから、耐久性の面で勾配屋
根を選択した。コ型の園舎に対し一定の連続する断面とし、全体構成の簡略化を図
ることを前提に検討を進めた。①外側へ片流れとする断面で構成した場合、園庭側
では軒が高くなるため悪天候時の吹きさらしが懸念される。②内側へ片流れとし
た場合、南側（保育室）と東側（エントランス）の軒が高くなるため、屋根に加えて庇
などが追加で必要となる。③切妻屋根とした場合、外部との繋がり部分に軒下が確
保できることから、園庭との親和性が最も良いと考え切妻屋根を採用した。また内
部についての検討を同時に行った。上記の屋根検討から導き出された一定の断面
構成とした場合、いずれの屋根形式も通り一遍となり、内部としては変化の乏しい
ものになる。特に遊戯室空間は保育室とは異なる広さや高さ、気積が求められるた
め一定の断面構成を保ちながら、異なる質に適応可能な断面計画の工夫が必要だ
と感じた。④そこでこの地域の農業や養鰻場などでよくみられるビニールハウス
連棟に手掛かりを得て「3 連の切妻屋根」による連棟形式とすることにした。同勾配
の切妻屋根を連ねることで全体の規則性は保ちつつも間口幅に応じて高さに違い
が出るため、中央の空間は自ずと遊戯室に適切な高さとすることが可能となった。
材料選定については、木造であるため間取りを含め全て尺モジュールにて計画し
尺寸で規格されたものに限定して採用している。外壁は窯業系サイディングで働
幅は尺 5 寸と GL 鋼板スパンドレルは 6 尺（働幅 260 ㎜ ×7）、屋根は GL 鋼板縦葺
きで働幅は尺 5 寸、サッシは 6 尺と尺 5 寸、内装天井材は化粧梁間に 3 尺角の吸音
石膏ボードを施すなど、材料ロスの低減と効率的な施工の徹底を行っている。この
様に保育所として備えるべき必要最低なもののみで最大限の効果を得るための設
計を意識し、建設当時のウッドショックによる資材不足や価格高騰などをも乗り
越えて満足度の高い園を実現することができた。

■ 平面図　1/200
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園庭を見る。幹線道路を感じさせない、
園舎に囲まれた心地の良い場所になっている。

デッキテラスを見る。   つの切妻屋根により
保育室と園庭とを緩やかにつなぐ軒下空間が生まれる。

３

■ 南北断面図 　1/150■ 南側立面図 　1/150
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【梁】自然塗装
【谷樋】谷コイルｔ＝０．４
　　　　厚１２構造合板下地

【内壁】厚９．５ＰＢ
　　　　厚１２．５ＰＢ
　　　　ビニルクロス貼り

【外壁】
厚１６窯業系サイデイング縦張り
（塗装品）
厚１５通気胴縁
透湿防水シート

【トップライト】
ベルックス
ＦＣＭフィックスタイプ
３４３４

【屋根】
厚０．４艶消しカラーＧＬ鋼板　竪平葺き
働幅４５５（セキノ興産　立平ロック）
ゴムアスファルトルーフィング２４ｋｇ
厚１２構造用合板

【棟包み】
厚０．４艶消しＧＬ鋼板
曲げ加工

【梁】ノットバーン塗装

【梁下端】自然塗装

【天井】厚９．５吸音化粧ＰＢ

【内壁】
厚１２．５ＰＢ
ビニルクロス貼り

【床】
厚１２クッション付
天然木複合フローリング

【床】
厚１２クッション付
天然木複合フローリング

【床】
厚２．０防滑性ビニル床シート
コンクリート金ゴテ

【天井】厚６ケイカル板
　　　　Ｖ目地突付
　　　　ＥＰ－Ｇ（全艶）【内壁】

厚９．５ＰＢ
厚１２．５ＰＢ
ビニルクロス貼り

【天井】厚９．５吸音化粧ＰＢ
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▽最高高さ（遊戯室棟）

▽最高高さ（保育室棟）

▽１ＦＬ　

▽ＫＢＭ
△設計ＧＬ

▽最高軒高 ▽最高軒高

▽１ＦＬ

▽ＫＢＭ

▽最高高さ（保育室棟）

▽最高高さ（遊戯室棟）

△設計ＧＬ

０歳保育室
厨房 食品庫

多目的ひろば

多目的広場から園庭を見る。連続した開口部と
屋根形状による広く開放的な空間。

多目的広場の様子。単調な大空間ではなく
園児の集まるくぼみをつくる。

■ 南北断面図 　1/100


